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「清流の国ぎふ」文化祭２０２４『いろんなみんなのステージイベント』プレ公演 

「ゆめぽっけ＆まみの夏祭り」を開催します 
 

令和６年に岐阜県で開催する「清流の国ぎふ」文化祭２０２４
にせんにじゅうよん

（「第 39 回国民文化祭」及び

「第 24回全国障害者芸術・文化祭」）の県実行委員会主催事業「いろんなみんなのステージイベ

ント」のプレ公演「ゆめぽっけ＆まみの夏祭り」を下記のとおり開催します。 

 

記 

 

１ 日  時  令和５年８月 18日（金）18:30から 20:30まで［開場 18:00］ 
 

２ 場  所  ぎふ清流文化プラザ ２階 長良川ホール（岐阜市学園町３-４２） 
 
３ 公 演 名  「ゆめぽっけ＆まみの夏祭り」 

４ 出  演  ゆめぽっけ、石塚
いしづか

まみ（ピアノ＆ヴォーカル）、安井
や す い

源之新
げんのしん

（パーカッション）、 

コモブチキイチロウ（ベース） 
 

５ 定  員  ４００名（無料、先着順・入場整理券が必要） 
 

６ 申込方法  入場整理券は、ぎふ清流文化プラザ １階 サービスカウンターでお申し込みく

ださい。［令和５年７月３日（月）10:00から配布開始］ 
 

７ 主  催  ・「清流の国ぎふ」文化祭２０２４実行委員会 

・公益財団法人 岐阜県教育文化財団 
 

８ 問合せ先  公益財団法人 岐阜県教育文化財団 県民文化課 

〒502-0841 岐阜市学園町３-４２ ぎふ清流文化プラザ １階 

ＴＥＬ ０５８-２３３-８１６１ 

ＦＡＸ ０５８-２３３-５８１１ 
 

９ そ の 他  関連イベントとして、前日に『ワークショップ・石塚まみの「音のスケッチ」』

を開催します。詳細はホームページをご参照ください。 

 

◆「いろんなみんなのステージイベント」◆ 
 

「清流の国ぎふ」文化祭２０２４（「第 39回国民文化祭」及び「第 24回全国障害者芸術・文

化祭」）県実行委員会主催事業として、岐阜県ゆかりの障がいのあるアーティストや文化団体に

よるステージイベントを開催。 

令和５年度はプレ公演として『音・ことば・絵の融合』をテーマに、赤ちゃんからシニアの方

まで楽しめるコンサート「ゆめぽっけ＆まみの夏祭り」を開催。 

 
特設サイト 



◆今回の出演者プロフィール◆ 

 

ゆめぽっけメンバー 

（左から Ei-chan、こうちゃん、よしくん、詠鼓
う た こ

） 

自閉症やダウン症などの障がいがある仲間たち

が、音楽を通して無限の可能性を求め、より輝く

ために 2003年に結成。20年に亘り、多くの方々

と音楽空間を共有しながら「誰もが誰にでも優し

く、共に生きる社会であれ! !」という「心の調

べ」を広く社会に発信し続けている。 

 

石塚まみ（ピアノ＆ヴォーカル） 

東京生まれ。3歳からピアノと戯れ、弾き語りも始める。国立音楽大学ピ

アノ科卒業後、都内中学校教員を経て、現在はジャンルを超えて演奏活動

を続ける。ミャンマーやイタリアにてソロツアーを行うほか、近年では中

井貴惠の「おとな絵本の朗読会」シリーズ、竹下景子の朗読劇「ビルマか

らの便り」の音楽を担当。BSテレビ東京「おんがく交差点」出演（2020

年)。2022年末より NHK-Eテレ『みいつけた！』の新コーナー「おんがく

も」に出演中。アルバム作品として「ビルマからの便り」、「TRIPLET」な

ど多数リリース。岐阜には多くの縁があり、県内の学校・施設等のライブ

も多数開催。「ゆめぽっけ」の演奏会では初回からサポート＆ゲスト出演

している。 

 

安井源之新（パーカッション） 

パーカッショニスト（打楽器奏者）兼プロデューサー。特にパンデイロと

呼ばれるブラジル系打楽器の世界的第一人者である。スティーヴ・ガッド、

アンソニー・ジャクソン、デイヴィッド・マシューズ等、著名共演者多数。

ブラジルやインド等、海外を放浪していたが 2018年に帰国。近年ではブ

ラジルツアー(2015年) 、インドツアー（2016,2017年）、インドネシアツ

アー（2018年）等を行い、グローバルに活躍している。BSテレビ東京「お

んがく交差点」出演（2020年）。また、2022年末より Eテレ「みいつけた！」

の新コーナー「おんがくも」にリーダーとしてレギュラー出演している。 

 

コモブチキイチロウ（ベース） 

1966年東京生まれ。幼年時は香港、横須賀で育つ。音楽好きの両親の影響

で 15歳の時にエレキベースを始める。20歳からライブハウスを中心にセ

ッション活動を開始。ブラジル音楽に傾倒、ボサノヴァ黄金期の一人、ロ

ベルト・メネスカルとの出会いを機に、'97年に開催されたボサノヴァ生

誕 40周年コンサート に出演。ワンダ・サー、カルロス・リラ、ドリ・カ

イミ等の日本公演をサポート。'99年リオデジャネイロでミュシャのアル

バム録音に参加。現在はジャズ、フュージョン、ラテン、R&B、ソウル、

ポップス、フラメンコなど様々なフィールドで活動している。渡辺貞夫バ

ンド、渡辺香津美、玉置浩二、渡辺真知子、マリーン、小野リサ、Chaka

など国内アーティストとの共演も多岐に渡る。 
 



◆関連イベント概要 ワークショップ・石塚まみの「音のスケッチ」◆ 

１ 日  時  令和５年８月 17日（木）開演 18:00［開場 17:30］ 

２ 場  所  ぎふ清流文化プラザ ２階 長良川ホール（岐阜市学園町３-４２） 

３ 内  容  参加者が「私の好きな物！」をテーマに絵画、書など自由な表現で制作した

作品を持参し、その作品をもとに、石塚まみが即興でピアノを演奏。 

４ 定  員  １０名（参加無料、先着順・事前申込みが必要） 

５ 参加方法  インターネットのみ 

［令和５年７月３日（月）10:00から受付開始］ 

※見学の場合は、事前申し込み不要。 

  
 

◆「清流の国ぎふ」文化祭２０２４の概要◆ 

 

１ 正式名称 

「第 39回国民文化祭」「第 24回全国障害者芸術・文化祭」 

２ 統一名称 

「清流の国ぎふ」文化祭２０２４ （両大会をあわせた名称） 

３ キャッチフレーズ 

ともに・つなぐ・みらいへ ～ 清流文化の創造 ～ 

４ 基本方針 

①「清流の国ぎふ」の文化力を結集・発信 

②次世代を見据えた文化芸術の創造 

③文化芸術で人が輝く共生社会の実現 

④国民文化の大交流の実現 

５ 主催者 

岐阜県、文化庁、厚生労働省 ほか 

６ 会 期 

2024(令和６)年 10月 14日(月・祝)～11月 24日(日) 42日間 

 

 
申込サイト 


